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面積・管轄森林管理署

設定年

直近のモニタリング調査概要

保護・管理及び利用
に関する事項

　原則として自然の推移に委ねることを基本とし、施業等を必要とする場合
には、管理経営の指針に基づき行うこととする。

モニタリングの実施間隔
及び留意事項

　10年ごとにモニタリング

法令等に基づく指定概況
　水源かん養保安林、土砂流出防備保安林、保健保安林、鳥獣保護区
（特、普）、十和田八幡平国立公園（特保、１特）

保護林設定の経緯

　平成元年に三本木営林署（現三八上北署）において現114ほ２林小班が
蔦イタヤカエデ林木遺伝資源保存林に設定され、平成８年に八甲田山森
林生物遺伝資源保存林に拡大・再編された。その後、平成29年に八甲田
山生物群集保護林に再編された。

項　目 参照資料

周辺の森林施業の現況 機能類型分布図

法令制限・利用等の現況
機能類型分布図
自然公園分布図

植生に関する現況
植生図

衛星画像・現況写真

地帯区分（案）

八甲田山生物群集保護林

保護林概況写真 保護林の概要等

（概況写真貼付）

 ・H26：青森署管内
 ・H30：三八上北署管内
 ・R２：津軽署管内

　【調査項目】
　・資料調査
　・森林調査
　・哺乳類・鳥類調査
　・聞き取り調査

　前回調査から林相等に大き
な変化はなく、安定して維持さ
れている。

　青森県青森市、黒石市、十和田市、平川市

　6,409.70ha
　　津軽署：1,191.69ha、青森署：1,395.09ha、
　 三八上北署：3,822.92ha

　平成29年

　奥羽山脈の北端にある八甲田連峰は、自然状態が十分に保存された天
然林を主体とする森林が広く分布し、地域固有の生物群集がまとまりを
持って存在する区域であることから、この区域の生物群集を保護・管理す
るため生物群集保護林に設定する。

所　見

　本保護林の周辺には、水源涵養タイプ、自然維持タイプ、森林空間利用タイプ及び山地災害防止タイプの４類型が分布し、南側に
『奥羽山脈緑の回廊』が接続している。保護林に隣接する箇所で、将来的に皆伐が予定されている林分は存在しない。

　保護林の周辺については、森林の現況に急激な変化を与えないことを旨とした機能類型や緑の回廊等に指定されており、緩衝帯としての役割が期待できる。
そのため保全利用地区は設定せず、保護林全域を保存地区とする。

　櫛ヶ峰周辺が土砂流出防備保安林に、それ以外の保護林の大部分が水源かん養保安林、保健保安林及び鳥獣保護区に指定され
ている。
　保護林内には八甲田・十和田ゴールドライン（国道103号線）が横切っており、多くの観光客や登山客が訪れている。特に入り込みが
多いゴールドライン沿線を含む保護林の大部分が十和田八幡平国立公園の特別保護地区に指定されており、南東側一帯は第１種特
別地域に指定されている。

　保護林の大部分はオオシラビソ群集及びチシマザサ-ブナ群団で、一部にササ群落やミヤマナラ群落、ダケカンバ群集が生育する。
高標高域にはコケモモ-ハイマツ群集や雪田草原等が見られる。

仙人岱付近より櫛ヶ峯遠望（中央奥）
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八甲田山生物群集保護林 機能類型分布図
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自然公園分布図
十和田八幡平国立公園
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植生図
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この植生図は1/25,000植生図GISデータ（環境省生物多様性センター）を使用し、
東北森林管理局が作成・加工したものである。



衛星画像（2021）
現況写真
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❶ R2保護林モニタリング：No.2

❷ H26保護林モニタリング：No.2

❸ H26保護林モニタリング：No.1

❹ H26保護林モニタリング：No.3 ❺ H26保護林モニタリング：No.4

❼ H30保護林モニタリング：No.3

❽ H30保護林モニタリング：No.2

❻ R2保護林モニタリング：No.5


